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『防災アンケ“卜』調査で備えの重要性を再認識:

町会の防災plll策委員会が突施したアンケー ト調査が 2月 14日 集約されました。この結果については防
災対策委員会で早急に各項目毎に結果を集約し、この内容を分析、検討しながら今後の対策を構築してい
<こ とになります。すでに7区 のさ<ら 台では調査結果を集約じ町会に先駆けて、概要報告が行われてい
ますので紹介し護す。

対象世帯数は 135,回 収数 106、 回収率は78.5%で す。

国家具、家屋等の安全診断
転倒防止は60%以 上で実施、器具装着の町会活用の希望は 25%、 塀やプElックなどの強度の点検 ・

確認をしていない 60%、 主砂崩れ ・洪水の危険を感じている 15%、  消火器設置は65%、 住宅用
火災麗報器は93%が 設置

□各家庭の非常用品の備え
非常持ち出し袋、飲料水、乾バン、懐中電灯、携帯ラジオ、救急セットなどの保有率は70%以 上と
なつているが、簡易 トイレは30%を 切り、補聴器 ・倉議用品は60%と 他の非常用品と比べるとやや
低い。薬の備えは80%と 高くなつている。

□災害時の集含場所と避難場P~F
集含場所は64%、 避難場所 75%、 集含場所の認知が避難場所より低い。

El肪災対策の要望
*アンケート調査、勉強になりました。「いいえ」のところを9… 度見直します.
*防災割‖練、長房中攣検は遠すぎる。炊き出し訓練についても身近でできないか検討してはしい。
*震災時、町会と丼戸水所萄者とのreliで丼戸を利用できる協定の締結を.
*トイレが一番困る.最低でもレジ袋と凝固剤の確保を、簡易トイレの購入を町会が共同斡旋したらどうか。
*個人情報との関連もあるが震災時、一人暮らしの安否確認など事前に十分な意思疎通が必要。
*大沢さん宅北側の出林で共立所穐地際の池の水を期待している。ぜひ、保存して。

平成27年度役員改選にむけ役員選考委員会を設置

来年度は8J会役員改選の年です。町会は2月 14日 、第 9回 役員会を開催して、役員選者委員会を設置
しました。 役員選者委員会は会則第 12条 に基づいて会長、副会長、警記、会計、会計監査のll■補者を
決定し、総会に報告して承認を求めることになつています。役員選者委員は以下の通り決定しました.3

月 31日 まで選出作業を進めますが、自薦、他繭も受け付けますので積極的に申し出て下さい。

委員長 川越 光夫(7区 )
委 員 織田 延―(3区 )、丼上 直樹(4区 )、本村 雄―(6区 )、平田 哲男(8区 )

春

回お悔やみを申し上げます。
9区  水島 芳江様 (事年 58歳 ) |｀ 月 30日  ごiLf去
1lEXI 小野里昇三様 (享年 76歳 ) 2月 05日  ご逝去

□自由が丘票Ш :倉自(クラウス)さん土地のフエンス取り付け工事等の説明会
1月 22日 、表題の説明会が 6区 と 7区 から56人 が参力Bして船田会館で開催されました。これほど大

勢の住民が参力0したのは、倉日さんがプリーダーをしており、犬小屋を建ててこの場で犬の飼育を行う
のではないかという不安がありました。冒頭、この問題について解明したところ、そういう計画は一切
ないことが言明されました。また、倉日さんはこの間、無断で隣接の樹本を伐採したり、篠竹の根を根
絶するために除草剤を大量に散布したり、焚き人によつて消防車が出動するなど、隣接する住民とのあ
いだで トラブルが生じて不信感が増長していました。こうしたことから土地利用、土地の整地、農薬散
布、周辺の災害防止と安全確保など幅広<議 論を行いましたが、結論が出ず、継統協議してい<こ とに

なりました。 1月 30日 に再度関係者で折衝しましたが結論はでませんでした.


